
別記様式（第４条関係）

　その６の２
特殊勤務手当支給実績簿特殊勤務手当支給実績簿
	所属長印
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	部分休業時間数
	
	要勤務時間数
	
	休日等以外の要勤務時間数
	
	（　　　　年　　月分）

	氏名
	部分休業に
よる減額後
の手当月額
	支給割合
	支給額
	業務等に従事した時間数
	休日等以外の要勤務時間数の１／２
	休日等以外の要勤務時間数の１／３
	摘要
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	研修
	公務上の負傷等
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	／100
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	部分休業に
よる減額後
の手当月額
	支給割合
	支給額
	業務等に従事した時間数
	休日等以外の要勤務時間数の１／２
	休日等以外の要勤務時間数の１／３
	摘要

	
	
	
	
	
	出張
	研修
	公務上の負傷等
	
	
	

	
	円
	／100
	円
	
	
	
	
	
	
	


　備考
　　１　この表は、地方公務員法第26条の２第１項又は第26条の３第１項の規定により承認を受けて勤務しなかった時間（以下「部分休業時間」という。）がある職員の特殊勤務手当のうち、多学年学級担当手当及び舎務手当について、各別に作成するものとし、手当の名称欄には当該手当の名称を記入すること。
　　２　正規の勤務時間数欄には勤務時間等条例第３条から第６条までの規定により定められた勤務時間（以下「正規の勤務時間」という。）の合計を、部分休業時間数欄には部分休業時間の合計を、要勤務時間数欄には正規の勤務時間から部分休業時間を差し引いた時間（以下「要勤務時間」という。）の合計（１時間に満たない時間があるときは、これを0.5とする。以下同じ。）を、休日等以外の要勤務時間数欄には休日等以外の日における要勤務時間の合計をそれぞれ記入すること。

　　３　部分休業による減額後の手当月額欄には、本来の特殊勤務手当の額から北海道職員等の修学部分休業に関する条例（平成17年北海道条例第４号）第３条又は北海道職員等の高齢者部分休業に関する条例（平成17年北海道条例第５号）第３条の規定により減額する額のうち当該手当に係る額を差し引いた額を記入すること。
　　４　支給割合欄には、条例第16条第３項の規定を適用する場合に手当額に乗ずることとなる割合を記入すること。
　　５　業務等に従事した時間数欄には、条例第16条第１項に規定する「業務等に従事した日」における要勤務時間の合計を記入するとともに、出張（当該業務等に係るものに限る。）、研修（教育公務員特例法第22条第２項に規定するものを除き、当該業務等に係るものに限る。）及び公務上の負傷等により当該業務等に従事しなかった日における要勤務時間の合計をそれぞれ当該時間数の内数として記入すること。
　　６　摘要欄には、舎監の命免年月日等手当額支給上必要な事項を記入すること。
